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この広報紙の発行費には赤い羽根 
共同募金の配分金が含まれています 

二コ協とは 
       二日市地区 21の 
    行政区で構成する 
「二日市コミュニティ運 
営協議会」の略称です。 
（21 行政区） 
都府楼団地・杉塚・塔原・
大門・天拝坂・武蔵・六反・
鳥居・次田・本町・入舟・
中央・栄町・昭和・湯町・
大坪・上古賀・京町・曙町・
宮田町・松ケ浦 

「おまえさんたちは 暑い夏をよく乗り越えたねぇ」 

「おじいちゃんもねぇ」 

8９号 （令和７年 10 月１日) 

ひらい みほ 

 

設立：平成 26 年 12月 20日、二日市地区 21 行政区を主体とし
て発足。事務所を二日市コミュニティセンターに置く。 

組織：役員会、運営委員会、安全･安心部会、福祉部会、地域活動部 
会、広報委員会（スタッフ総数 71名） 
 

平成 27年・ホームページ開設、略称「二コ協」とロゴマーク決定 

平成 28年・軽自動車を購入（現・青パト車） 

・7 月 6 日、筑紫野市と「パートナーシップ協定」締結 

 平成 30年・拡大印刷機購入 

     ・二自公連との組織一体化 

 令和元年 ・健康福祉部会から「子ども育成部会」を分離設置 

     ・21行政区による「青パト巡回事業」開始 

     ・軽トラ無料貸し出し開始 

 令和 2年 ・会長職選任を選挙制度に改正 

 令和 4年 ・1月 6 日、青パト巡回事業に対し筑紫野警察署長感謝状 

を受ける 

 令和 5年 ・筑紫野市から、二日市小・二日市北小・天拝小の三校区

それぞれに新たにコミュニティを設立する方針が示さ

れた 

令和 6年 ・定例総会において「二日市コミュニティ運営協議会を 

            解散するための協議会の設立」を議決した 

令和 7年 ・定例総会において、二日市コミュニティ運営協議会の 

           解散日を令和 8年３月３１日とすることを議決した 

     ・二日市コミュニティセンターの建替計画が提示された 

 

 



８月２２日（金）、二コ協・健康福祉部会

を主体とする４部会２２名によって実施。 

筑紫野市社会福祉協議会の中型バスを

利用し、吉井歴史民俗資料館の解説を受け

て現地の数々を訪ね歩きました。 

 

作業には一日３.５００人もの農民が従事したとい

いますが、筑後川のこの一帯は奔流の地として知られ

ていて、現在のような重機などの機材もなかった当時

の工事は想像を絶する難工事であったと思われます。 

この工事の様子を、当時の久留米藩の家老は 

「雄壮にして活発、観る者の魂を奪われ、前代未聞の

壮観なり」と激賞したほど流れとの壮絶な戦いであ

ったといいます。 

以降、新水道の開削等工事を経て床島堰及び新水道

へと工事が進展しました。   （参照：Wikipedia） 

 

いま取水口にたたずむと、旧来の堰が昭和 28 年 6

月の大水害で破壊された後、石からほとんどコンクリ

ートに改築された堰と、広々とした素晴らしい水辺空

間が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国名を当ててください（答えは４ページ下段） 

① 氷 陸地    ④ 音 真珠 

 ② 汽笛音 陸地  ⑤ 方言で“叫んだ” 

 ③ 電鈴 きしむ音 ⑥ 不要 

頭の体操 

江戸時代中期（1700 年代初め）筑後川

北岸一帯の地は水利に乏しく、しばしば

干害に悩まされていましたが、なかでも

宝永７年（1710）の干魃では離散する居民

者が多く、村々は疲弊していきました。  

こうした状況のなか、高山六右衛門を

始め、秋山新左衛門、鹿毛甚右衛門、中垣

清右衛門、丸林善左衛門の５人の庄屋が

「村人を救うために河北水道を開削する

ことで灌漑の途を開こう」と決意し、久留

米藩府に嘆願して許可を得、この大事業

に取り組むことになりました。 

正徳 2年（1712）、まず筑後川の流れに

石堰を築くことから着工し、耳納連山か

ら数十万の大石、近村からは墓石、小石を

集めて古船に積み、船と共に水底に沈め

るなどの方法で作業が進められました。 

 

今日の肥沃な筑後川流域の基を作り上げた江戸時代中期

「五庄屋による筑後川灌漑難工事」の史跡を訪ねました 

（現在の大石堰） 

取水口 堰 

ひらい みほ 

吉井歴史民俗資料館での説明会 

石堰見取り図 



  

8 月 19 日（火） 夏休みも終盤ですが、とても賑やかな声が天拝坂公民館の

調理室から聞こえてきます。  当区で活躍されている「自家製天然酵母パン 

アリスキッチン」を営む平井氏をお招きし、パン教室を開催しました。 

 

★本日のMENU★ 
ホットドッグ 
マフィン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天拝坂公民館主催：二日市コミュニティセンター共催  
 

混ぜ方、捏ね方のコツを教わりな

がら、自分の手でこねて、形状がか

わっていく生地に感動です。 

 

「家でもつくってみる！」と達成感いっぱいの笑顔を見ると、楽しい夏休みの

思い出づくりのお手伝いができたかなと思います。 また遊びにきてください

ね。 
 

（出稿：二日市コミュニティセンター） 



ナンセンスクイズ答え  ① アイスランド ② ポーランド ③ ベルギー ④ ネパール ⑤ オランダ ⑥ イラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひらい みほ 
（寄稿：二日市コミュニティセンター） 


